
常念岳 

 

常念岳は中部山岳国立公園の長野県側に位置し、その鋭い輪郭はピラミッドにも似ています。高さ

2,857 メートルの常念岳は、公園内の最も高い山々の一つではないかもしれませんが、より良く知ら

れている山の一つです。常念という名前を構成している日本語の文字には「常に」と「念じる」という意

味があり、多くの人はこの山の座って祈りを捧げる仏僧のような形がこの名前の由来になったのだと考

えています。この山は晴れた日には松本と安曇野のどちらからでも見ることができ、よく松本城を前景

にして撮影されます。この二つの都市では非常に人気が高く、地元の学校の校歌の主題になるほど

です。今日の農家の人々は古代の習わしを受け継ぎ、春にこの山の表面で雪がどのようにとけるかを

見て作物の植え付け時期を判断しています。 

 

いくつかの登山道が山頂へと続いており、約六～七時間のハイキングになります。夏のハイキングシー

ズンには、色とりどりの多様な山の花々が登山道を埋め尽くします。山頂から数百メートルのところに

は宿を提供する山小屋があり、またキャンプ用のテントスペースもあります。 

 


